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育林第一研究室

Aス ギ 在 来 品 種 の 現 地 適 応 試 験

宮 島 寛 。 荒 上 和 利 ・ 保 坂 保

ス ギ は 品種 に よ り生 長 に 遅 速 が あ るが、 また そ の生 長 は、 植 栽 地 の立 地 条 件 に も大 き く支 配 さ

れ 、 品種 に よつ て立 地 に 対す る適 応 性 の 比較 的大 きい もの と小 さい もの とが あ る こ と も確 か で あ

る。 い わ ゆ る適 地 適 品種 の選 定 の 重 要 性 が そ こに あ る。 わ れ われ は 九 州地 方 産 主 要 ス ギ 品種 の い

くつ か に つ い て、 粕 屋 演習 林15林 班 い 小 班 そ の 他 に 植 栽試 験 地 を 設定 し、 植 栽 後 の 生 育状 態 を

比 較 検 討 す る こ とに した 。 粕 屋 の 植 栽 試 験 地 に つ い て 、 昨 年 す で に 第1回 調 査 報 告 が な され た。

っ つ い て1967年11月 に 第2回 調 査 を行 なつ た ので そ の結 果 を報 告 す る。

調 査 結 果

樹 高お よび クn-一一ネ 巾は伽 、 根 元 直径(alima単位 と して測 定 した が 、 そ れ ら の結 果 は つ ぎの 通9

で あ る。
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以 上 の 測 定 結 果 か ら粕 屋 演 習 林 で は、 植 栽 後 満5年 を 経 過 した 時 点 において 、 樹 高 で は ク モ5

オ シが もつ と もす ぐれ 、 つ い で ヤ ィチ ス ギ、4ワ オ スギ とな り、 この3品種 間 に は 有 意 差 の な い

こ とが わ か つ た.ざ らに一 段 下つ て コガ ボ、 キ ジ ンス ギ、 ヨシノ スギ、 キ ウ ラ スギ、 ヒノ デ スギ、

トモ エ スギ、 ウ ラセ バ ル の順 とな9、 最 も生 長 の 劣 る 品種 は ヤ ブ ク グ リで あ つ た。

なむ ク 魏一 ネ 巾、 根 元 直径 の 測定 値 は 次 の とお りで あ る。

ク ロ ー ネ 巾 測 定 値

根 元 直 径 測 定 値


